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今
年
の
成
人
式
対
象
者
は
、
昭
和
63

年
４
月
２
日
か
ら
平
成
元
年
４
月
１
日

生
ま
れ
の
市
内
在
住
者
４
２
３
人
（
園

部
２
３
７
人
、
八
木
82
人
、
日
吉
62

人
、
美
山
42
人
）
で
、
市
内
の
小
・
中

学
校
を
卒
業
し
た
方
な
ど
で
出
席
を
希

望
さ
れ
る
方
々
も
対
象
と
し
ま
し
た
。

　
久
し
ぶ
り
に
出
会
っ
た
同
窓
生
と
の

会
話
は
軽
や
か
で
、
に
ぎ
や
か
に
近
況

を
報
告
し
合
う
様
子
に
は
若
々
し
さ
が

溢
れ
て
い
ま
し
た
。
式
典
が
始
ま
る

と
、
来
賓
の
方
々
か
ら
自
分
た
ち
に
贈

ら
れ
る
祝
福
の
言
葉
に
、
真
っ
す
ぐ
な

視
線
を
向
け
て
い
ま
し
た
。

　
佐
々
木
市
長
は
新
成
人
に
対
し
、

「
一
瞬
一
瞬
を
大
切
に
、
自
分
の
目
標

に
向
か
っ
て
進
ん
で
く
だ
さ
い
。
皆
さ

ん
の
若
い
力
と
行
動
力
で
、
新
し
い
時

代
の
南
丹
市
を
共
に
築
い
て
い
た
だ
け

る
こ
と
に
大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
」

と
述
べ
ま
し
た
。
そ
し
て
出
席
し
た
新

成
人
全
員
に
、
成
人
式
実
行
委
員
が
選

ん
だ
エ
コ
バ
ッ
ク
と
マ
グ
カ
ッ
プ
を
記

念
品
と
し
て
南
丹
市
か
ら
贈
り
、
大
川

あ
さ
み
さ
ん
が
代
表
し
て
壇
上
で
受
け

取
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
新
成
人
を
代
表
し
て
谷
優

子
さ
ん
と
山
田
恵
さ
ん
が
誓
い
の
言
葉

を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

▲友人との再会に笑顔で「ピース」

▲表彰式に出席された功績者の方 （々一列目）

▲功績をたたえて功績者（左）に表彰状（盾）を贈呈

▲

誓
い
の
言
葉
を
述
べ
る
谷
優
子
さ
ん
（
中
央
）
と
山
田
恵
さ
ん
（
左
）
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▲懐かしい先生方や友人との思い出のひととき
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１
月
11
日
、
南
丹
市
園
部
公
民
館
で
二
十
歳
の
門
出
を
祝
う
成
人
式
を
挙
行
し
ま
し

た
。
ス
ー
ツ
や
晴
れ
着
姿
の
新
成
人
３
１
２
人
が
出
席
し
、
小
・
中
学
校
時
代
の
恩
師

や
多
く
の
来
賓
が
若
者
の
輝
か
し
い
前
途
を
祝
福
し
ま
し
た
。

谷
口

　健
藏

　
明
治
鍼
灸
大
学
（
現
明
治
国
際
医
療

大
学
）
お
よ
び
同
大
学
附
属
病
院
、
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
は
ぎ
の
里
」
な

ど
を
旧
日
吉
町
に
開
設
し
、
教
育
の
振

興
、
保
健
衛
生
お
よ
び
社
会
福
祉
の
向

上
に
貢
献
。

溝
口

　勝

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
美
山
や
す

ら
ぎ
ホ
ー
ム
」
「
ケ
ア
ハ
ウ
ス
美
山
」

な
ど
を
旧
美
山
町
に
開
設
し
、
高
齢
者

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
貢
献
。

德
川

　輝
尚

　
障
害
者
支
援
施
設
「
こ
ひ
つ
じ
の

苑
」
「
京
都
太
陽
の
園
」
を
旧
園
部
町

に
開
設
し
、
障
が
い
者
福
祉
の
向
上
、

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
貢
献
。

古
屋

　義
美

　
知
的
障
害
者
更
生
施
設
「
美
山
育
成

苑
」
に
26
年
間
に
わ
た
っ
て
勤
務
し
、

■
功
績
者
■（

順
不
同
・
敬
称
略
）

ー
平
成
20
年
度

　南
丹
市
表
彰
式
ー

　
２
月
12
日
、
南
丹
市
国
際
交
流
会
館

コ
ス
モ
ホ
ー
ル
に
て
、
南
丹
市
表
彰
式

を
挙
行
し
、
本
年
度
は
11
人
の
功
績
者

に
表
彰
状
（
盾
）
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
こ
の
功
績
者
表
彰
は
、
南
丹
市
の
自

治
振
興
、
教
育
・
文
化
ま
た
は
ス
ポ
ー

ツ
の
振
興
、
社
会
福
祉
・
保
健
衛
生
の

推
進
、
産
業
振
興
な
ど
に
お
い
て
特
に

功
績
が
あ
っ
た
方
々
を
た
た
え
て
市
が

表
彰
す
る
も
の
で
す
。

功
績
を
た
た
え
、
表
彰 ―平成21年　南丹市成人式―

夢や希望が語れる素敵な大人に

　
「
振
り
返
る
と
、家
族
、友
人
、恩
師
、

た
く
さ
ん
の
方
々
に
支
え
ら
れ
て
き
ま

し
た
。
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
の
気
持

ち
を
大
切
に
し
、
ひ
と
り
の
人
間
と
し

て
自
覚
を
持
っ
て
、
堂
々
と
自
分
の
夢

や
希
望
が
語
れ
る
よ
う
な
素
敵
な
大
人

に
な
り
た
い
で
す
」

　
式
典
終
了
後
は
記
念
撮
影
を
行
い
、

人
生
の
節
目
に
き
ら
め
く
姿
を
写
真
に

収
め
ま
し
た
。
地
域
ご
と
に
行
わ
れ
た

懐
か
し
い
先
生
方
や
友
人
と
の
懇
談
で

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
成
長
を
喜
び
、
か
つ

て
二
十
歳
の
自
分
に
向
け
て
書
い
た
手

紙
が
登
場
す
る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

利
用
者
の
自
立
や
社
会
復
帰
の
援
助
を

通
じ
て
障
が
い
者
福
祉
の
向
上
に
貢
献
。

松
本

　豊

　
八
木
町
観
光
協
会
設
立
当
初
か
ら
理

事
と
し
て
参
画
、
同
協
会
長
と
し
て
計

15
年
間
に
わ
た
っ
て
在
職
し
、
南
丹

市
、
特
に
八
木
町
の
観
光
分
野
の
振
興

お
よ
び
発
展
に
貢
献
。

川
勝

　光
治
郎

　
八
木
町
観
光
協
会
設
立
当
初
か
ら
副

会
長
と
し
て
15
年
間
に
わ
た
っ
て
在
職

し
、
南
丹
市
、
特
に
八
木
町
の
観
光
分

野
の
振
興
お
よ
び
発
展
に
貢
献
。

寺
田

　弘
和

　
八
木
町
観
光
協
会
設
立
当
初
か
ら
副

会
長
と
し
て
15
年
間
に
わ
た
っ
て
在
職

し
、
南
丹
市
、
特
に
八
木
町
の
観
光
分

野
の
振
興
お
よ
び
発
展
に
貢
献
。

奥
村

　逸
郎

　
国
の
名
勝
地
「
る
り
渓
」
に
お
い
て

観
光
協
会
設
立
に
尽
力
さ
れ
、
同
会
長

お
よ
び
副
会
長
と
し
て
計
23
年
間
に
わ

た
っ
て
在
職
し
、
観
光
の
振
興
お
よ
び

発
展
に
貢
献
。

桂

　信
夫

　
大
堰
川
漁
業
協
同
組
合
理
事
と
し
て

22
年
間
に
わ
た
っ
て
在
職
し
、
河
川
環

境
整
備
の
推
進
と
内
水
面
漁
業
の
振
興

発
展
、
外
来
種
の
駆
除
に
よ
る
河
川
環

境
保
護
な
ど
に
貢
献
。

竹
本

　嘉
伸

　
大
堰
川
漁
業
協
同
組
合
理
事
お
よ
び

副
理
事
長
と
し
て
計
19
年
間
に
わ
た
っ

て
在
職
し
、
河
川
環
境
整
備
の
推
進
と

内
水
面
漁
業
の
振
興
発
展
、
外
来
種
の

駆
除
に
よ
る
河
川
環
境
保
護
な
ど
に
貢

献
。

榎
原

　幹
夫

　
大
堰
川
漁
業
協
同
組
合
理
事
と
し
て

16
年
間
に
わ
た
っ
て
在
職
し
、
河
川
環

境
整
備
の
推
進
と
内
水
面
漁
業
の
振
興

発
展
、
外
来
種
の
駆
除
に
よ
る
河
川
環

境
保
護
な
ど
に
貢
献
。

そ
の

そ
の


